
エゴマ通信で情報発信 ～えごまの力・色麻の力～

色麻町のえごまは，元々自家用として栽

培・消費されていた。２０００年減反政策が

強化され，町でえごまを転作奨励作物とし

たことで作付面積は毎年少しずつ増えてい

った。 

２００１年８月，２６戸の栽培農家によ

り「色麻町えごま栽培推進協議会」が設立さ

れた。協議会では栽培技術の習得，品質及び生産性の向上を目的に活動しており，２０２

０年１２月現在，会員数は６５経営体となっている。 

えごまは免疫力を高めることが出来る作物で，「えごま油」や「えごま焼酎」「えごまク

ッキー」等特産品も増え，ふるさと納税の返礼品にもなっている。 

町と協議会合同で２０１６年６月「エゴマ通信」

第１号を発行。現在も定期的に発行しており，２０

２０年１１月には第１９号が発行された。 

町担当者は，「エゴマ通信には栽培方法，出荷方

法，補助金等の情報が満載で，町のホームページに

も掲載されている。栽培農家の原動力となってい

ることを信じて今後も発行し続けていきたい」と

意気込みを語ってくれた。 

【記事提供：色麻町農業委員会】 
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